
 

船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和６年１２月２５日 ０５時３０分頃 

発生場所 関門港若松区洞
どう

海
かい

湾口防波堤 

 若松洞海湾口防波堤灯台から真方位２４７°７０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５６.５′ 東経１３０°５１.０′） 

事故の概要 プレジャーボート美
み

□
よし

丸は、航行中、防波堤に衝突した。 

事故調査の経過 令和７年２月３日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 美□丸、２.９トン 

２９１－４５３５３福岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０７時２０分頃 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、釣りの目的

で、関門港戸畑泊地付近の係留地を出航した。 

船長は、レーダーを０.５海里（Ｍ）レンジ及びＧＰＳプロッター

を４Ｍレンジとし、操舵室で立って手動操舵による操船に当たり、本

船を約１０ノットの対地速力で関門航路の北九州市側航路外を北西進

させていた。 

 船長は、若松航路の手前で、ＧＰＳプロッター画面上の船首方に若

松洞海湾口防波堤（以下「本件防波堤」という。）を認めるととも

に、本件防波堤東端にある若松洞海湾防波堤灯台（以下「本件灯台」

という。）の灯火を視認した。 

 本件灯台の灯質は、等明暗赤光、明２秒暗２秒、灯高１２ｍ、光達

距離は５Ｍで、本事故発生時は正常に点灯していた。 

 船長は、若松航路出入口付近を横断する際に右舵を取って本件灯台

の東方沖に向けて本船を北北西進させるつもりで操船していた。その

後、右舷船首方に停泊船の灯火が多数見えたので、同灯火を目視で確

認しながら減速させることなく本船を航行させ、また、レーダー及び

ＧＰＳプロッターを確認しなかった。本件灯台までまだ距離があると

思いながら操船を続けていたところ、本船は、本件防波堤の北東端付

近（本件灯台の西南西、約７０ｍ付近）に衝突した。 

（図１ 参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、同乗者にけががないことを確認し、また、本船の損傷状況

が航行に支障がない程度であることを確認した。本船が自力で帰航

後、本事故の発生を海上保安庁に通報した。 

分析 (1) 船長は、本船が本件防波堤に向かって北西進中、右舷船首方に

停泊船の灯火が多数見えたことから、同灯火を目視で確認するこ

とに意識を向けていたものと考えられる。 

(2) 船長は、本件灯台を視認しており、右舵を取って本件灯台の東

方沖に向けて本船を北北西進させるつもりでいたものの、停泊船

の灯火を目視で確認することに意識を向け、船首方の見張りを行

わなかったことから、本船が本件灯台に接近していることに気付

かなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、船長が右舵を取ったり減速させたり

する時機を逸し、本件防波堤に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が北西進中、船長が、右舷船首方の停泊船の

灯火を目視で確認することに意識を向け、船首方の見張りを行ってい

なかったため、本船が本件灯台に接近していることに気付かず、本船

が本件防波堤に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、操船中、特定のことに意識を向け過ぎず、周囲の見張り

を適切に行うこと。 

・船長は、操船中、ＧＰＳプロッター等を活用して自船の船位や障

害物等の正確な位置を把握するとともに、他船の動静に注意を払

い、適切な速力で他船や障害物等と安全な距離を確保すること。 
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（令和６年１２月２５日 

０５時３０分頃発生） 

本船の航跡 


